
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆市政カフェのご案内◆ 
お茶を飲みながら各務原市のことを 
いろいろお話ししませんか。 
お気軽に参加してください。 
（予約は要りません） 

 会 場 日 時 

① 鵜沼福祉センター 

  学習室 

１１月１６日 

（土） 

１０時～ 

② 中央ライフ 

デザインセンター 

  第２研修室 

１１月１７日 

（日） 

１４時～ 

市民派・チームみらいを応援してね！ 
市議会議員の候補者を募集してます。 
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各務原市議会を分かりやすくお伝えし、共にみらいを考える情報お届け便   
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浅野市長の議会ごとの答弁回数推移

(平成25年6月～平成31年3月）
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1 年間の答弁回数比較（平成 30 年 6 月～平成 31 年 3 月） 

柴橋（岐阜市長） ７６回、 古川（多治見市長） ３４2 回 

尾関（関市長）   ４８回、 浅野（各務原市長）   ９回 

浅野市長の答弁回数が激減した理由！ 
平成 25 年の浅野市長就任当初は一議会で２０回ほど答弁をしていましたが、平成３０年には一議会

で２回しか答弁をしない時があるほど答弁数が激減しました。その理由を一般質問しました。 

【浅野市長の答弁】 

私が市長に就任した当初は、私の人となりや考え方、市政への思いなどを、あるいは市長交代後の

市政の方向性や政策などを、答弁を通して、議員の皆様やより多くの市民の方々に、速やかにお伝え

するため、できる限り多くのご質問に私自身が答弁いたしました。 

２期目である現在は、まちづくりミーティングや各種団体との会議、懇談会などにおける継続的な

「対話」の積み重ねにより、私の市政への思いなどが、市民の皆様に十分に知られていると考え、質問

の内容に応じて、最も適切であると判断された答弁者を決定しています。 

私が答弁する明確な基準は特に設けておりませんが、議員の皆さまからいただく質問にご答弁申し

上げる姿勢として、一番大切なことは、「誰が答弁するか」とか「何回答弁するか」ではなく。「ご質問を

真摯に受け止め、正確な事実に基づき、実直に、そして丁寧にお答えすること」であると考えます。 

私が市長に就任して 6 年以上の月日がたちますが、この間、様々な施策や課題を通して、副市長や

部長をはじめ職員と綿密に議論を交わし、意思疎通を図ってまいりましたので、私自身の考えや市政

の方向性などは、職員に深く浸透しております。 

したがって、議員の皆様からいただく質問に担当部長などが答弁する場合も、執行部としての考え

を述べており、市として説明責任を果たしていると考えます。 


